StorageServer 

にごいて 


StorageServe 「のを部のを称やその機能、特長について説明します。 


StorageServer の特長（一2ページ） . 

.StorageServer^/U ーズの紹介とその特長、機能 

について説明します。また、添付の CD - ROM と 
代表的なバンドルソフトウエアについて説明して 
います。 

を部のさ)称と機能(一10ページ） . 

. 31：0「39656「ソ6「の名'部のさ)称と機能についてパー 

ツ単位に説明しています。 

基本的な操作(一31ページ） . 

. 電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディ 

スクや CD - ROM のセツト方ま、クライアントマ 
シンから51〇「39656「ソ6「へのアクセス方まなどに 
ついて説明しています。 








StorageServer の特長 

51：0「39656「ソ6「について紹介します。 


おちな巧長と機能 


Express 5800/51:〇「39656「ソ6「はネ、ソトワーク上のクライアント PC が利用するさまざまな 
データやデータベースを八ードディスクに格納することじより、資産の共有化と一元管理化 
を目的としたネットワークファイルサーバです。 

■ Network Attached Storage(NAS) 

NAS とは、既存環境に対する変更を力□えることなく、大規模ストレージシステムを提供 
するネットワーク接続型ストレージじ特化したアプライアンスサーバです。 

一般的に NAS は非常に導入が容易です。ネットワーク管理や 0 S に関する広範な巧識がな 
くとも使用することができ、通常管理業務はクライアントから Web ブラウザベースの 
GUI 経由で行うことができます。ユーザーは NAS をネットワークに接続、電源を投入 
し、最ル限のセットアップ作業を行うだけで運用を開始することができます。 

■ 用途やシステム規模に応じたフルラインアップ 

ご利用になる環境やシステムの規模に応じて3つのモデルを用意しています。 


エントリモデル(タワータイプ） 
- N 8100 -725- 

内蔵八ードディスクのホットス 
ワップに対応。フ□ントべゼル 
□ックによるセキュリティも考 
慮されたミドルタワーモデル。 
八ードディスクを3台搭載(最 
大6台)。ワークグループや部 
門向け。 



エントリモデル(ラックタイプ） 

- N 8 100-726 - 

高さ 2 U (2 ユニット:約 88 mm ) のスリムな 
ラックマウントモデル。八ードディスクを3 
台搭載(最大5台、ホットスワップ対応)。 
ワークグループやル規模に P 向け。 



ミッドレンジモデル - NS 8100 -722 J 01- 

高さ 5 U (5 ユニット：約220 mm ) のラックマウン 
トモデル。八ードディスクを2台搭載。また八一 
ドディスクを最大14台搭載できる八ードディス 
ク専用のディスクエンク□ージャユニ、ソトを標 
準装備(標準で6台の八ードディスクを搭載済 
み）。中ル規模の企業やに P 向け。 
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■ 高速なファイルサービス 

ファイルサービスじ最適化した専門設計じより、高 コス トパフォーマンスを実現。 

■ 高い処理性能 

— NAS (Network Attached Storage ) サーバとしての性能向上に必要な機能のみを実 
装したスリムな専用サーバ 

-ファイルアクセスの性能をチューニングし、優れたパフォーマンスを提供 
-マルチプ□トコルに対応 

■ 容易なシステムの導入と設定 

CIFS ( Windows )、 NFS ( UNIX ) ベースの混在するネットワーク環境に設定:から稼働まで 
約10分で導入が巧能です。 

■ 高い運用管理能力 

システム運用管理ソフトウェア ESMPR 0 で他のサーバ、ワークステーションと連携し、 
稼働状況の遠隔管理ち可能 

■ 拡張性 

データ用ディスク （ NS 81 日 0-722 J 01 のみ） データ用ディスクシステム用ディスク 
とデータ用ディスクが物理的に分離されており、データ用は標準構成では RAID 5 で構成 
されています。また、ディスクを追力□し、添付のディスクアレイ管理ソフトウェアで 
RAID 構成を変更/追力□することでデータ領域の拡張が簡単にできます。 

ホットプラグ対応 ディスクはホ、ソトプラグ対応のため電源を OFF にすることなく交 

換することができます。 

■ 管理機能 

システム運用管理ソフトウエア ESMPR 0 との統合 ESMPRO/ServerMamgerCA 

る一元管理可能になり、稼動状況の遠隔監視が可能になります。 

ディスクアレイ管理ソフトウエア Global Array Manager による運用-管理 Global 
Array Mariager ( GAM ) によりディスクアレイの運用-管理を一元化することができま 
す。また、稼動状況の遠隔監視が可能になります。 ESMPR 0 とも連携しています。 

エクスプレス通報サービス エクスプレス通報サービスをお申し a みいただくこと 

で、管理センターからの遠隔管理が可能になります。 

■ ファイル サーバ 機能 

マルチプ日トコル対応 CIFS 、 NFS 、 FTP のマルチプ日トコルに対応。 Windows や 
UNIX 、 Linux などが混在する既存のネットワーク環境に設置するだけで簡単にそのネッ 
トワーク環境での記'憶容量を拡張することができます。 

ファイルアクセス制御 ファイルシステムに NTFS を使用しているため、ファイルのア 

クセス制御をきめ細かく設定できます。 

■ 0 S ファイルオーノ（一機能 ( NS 8 1 00-722 J 01 のみ） 

1台目のドライブ上のシステムボリュームから起動に失敗した場合、2台目にミラーリン 
グされたシステムボリュームから起動させることができます。 


storagmserver について 
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添付の CD - ROM にごいて 


StorageServerlltt 、 NAS ソフトウェアを格納した 「Network Attached Storage CD - 
ROM 」 と、保守-管理用のソフトウェアを格納した 「 Express 5800 / StorageServer 保守- 
管理ツール CD - ROM 」 の2枚が添がされています。 

I M-O 添付の CD - ROM は、 Stora 呂 eServer の設定び完了した後でも、システムの再インス! 

ルやシステムの保守-管理の際に使用する機会びありまず。なくさないように大切に保存し 
ておいて < ださい。 


• Network Attached Storage CD-ROM 

31: 〇「 39656 「ソ 6 「システムのバ 、ソクアップとなる CD-ROM です。 

再 セットアップの 際は、 この CD-ROM から51: 〇「 39656 「ソ 6 「へソフ トウエアを インス トー 
ルします。 詳細は267ページを参照してください。 

購入時のハードディスクには、 StorageServer に必要な OS やモジユール、コンポーネン 
卜、管理用アプリケーシヨンがすべてインストール済みです。初めてのセットアップで 
は、 「Express 5800 /StorageServer 保ず*管理ツール CD-ROM」 を使って作成した「設定: 
ディスク」 （3.5 インチフロッピーディスク1枚）をセットして電源を ON にするだけでセッ 
トアップは完了します（約10分）。 


CD - ROM の中にはおちに次の 0 S やコンポーネント、モジュール、アプリケーションが格 
納されています。これらは、再セットアップの際に自動的にインス!-ールされます。 

— Microsoft Windows Powered OS と 31: 〇「 39656 「ソ 6 「に必要な関連モジュール 
(Service Pack 1 を含む） 

— Service for UNIX ( UNIX 環境との接続に使用するモジュール） 

- Snapshot 側時データ複製を可能にするアプリケーション） 

— ESMPRO/ServerAgent Ver .3.8 の1:〇「39656「ソ6「管理用統合アプリケーション） 

— Global Array Manager ( GAM ) Sever （ディスクアレイ管理用アプリケーション） 

-エクスプレス通報 サー ビス の记「39656「ソ6「保守用アプリケーション、 利用には別途 
契約が必要です） 

-自動クリーンアップツール（ディスクアレイ管理用アプリケーション） 

- Array Recovery Tool (ディスクアレイ管理用アプリケーション） 

-その他、専用デバイスドライバや専用モジュール 
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• Express 日 80 日/ StorageServer 保守-管理ツール CD-ROM 

31:〇「39656「ソ6「を保守-管理したいときに使用する CD - ROM です。 

この CD - ROM には次のようなソフトウエアが格納されており、その用途に合わせて使用 
されます。 

— Sto 「 ageSe 「 verK 3- 管理ツール 
-初期設定:ツール 
— ESMPRO/ServerManager 
— Global Array Manager ( GAM ) Client 
— Express 5800 / Sto 「 ageSe 「 ve 「連携モジュール 
- MWA 

CD - ROM は Windows 95/98/ Me / 2000または Windows NT 4.0が動作しているコン 
ピュータの CD - ROM ドライブにセットすると、自動的に 「Install Menu 」 が起動します。 
Install Menu からは 、 Windows 95/98/ Me / 2000 、 Windows NT 4.0で動作するを種 
ソフトウエアの実行やインストールをすることができます。 


St 弓 agmserver について 


己 




ンの用違 


添付の CD - ROM に格納されている管理アプリケーションの用途について簡単に説明します。 

P; StorageServer の運用や管理に関する詳細な説明は、本書の3章「管理者ガイド」に記載され 

rETFI ています。 

StorageServer に関する最新の情報は々のホームぺージからダウンロードすることができま 
す。 

http://www.express.nec.co.jp/ 

「58番街」：製品情報や Q&A など最新の Exress 5800シリーズ情報満載！ 


〇 


J 有]期設 をツール 



ディスクアレイの状態監視 


ESMPR0 

「 ESMPRO ®」 は、 NEC が提供するサーバ管 
理-監視ソフトウエアです。 

リモートで51〇「39656「ソ6「の稼動状況や障 
害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや 
万一の場合に迅速に対応することができま 
す。 

StorageServe 「を運用する際は、 
ESMPR 0 を利用して、万一のトラブルか 
らシステムを守るようムがけてください。 
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51:〇「39656「ソ6「を監視するソフトウェア 「 ESMPRO/ServerAgentJttrNetwork Attached 
Storage CD - ROM 」 に、 Sto 「 ageSe 「 ve 「を管理するためのソフトウェア^ ESMPRO / 
ServerManagerJtt 、「 Express 5800 / StorageServer 保守-管理ツール CD - ROM 」 に格納 
されています作 SMPRO / ServerAgent はあらかじめ StorageServe 「の一部として本体に組 
み込まれています）。 

ESMPR 0 を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ver . 2.0 ( UL 9005-201)」を参照してください。この説明書 
は ESMPR 0 製品をシステムで活用するためのガイドです。 

また、 ESMPR 0 には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源管理、 
ストレージ管理を行う専用のアプリケーシヨン作 SMPR 0 プ□ダクト）が用意されています。 
ESMPR 0 プ□ダクトじついては、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


Global Array Manager(GAM) 

Global Array Manager （ GAM ) は、 

51：0「39656「ソ6「に内蔵のディスクアレイコ 
ント□—ラやディスクアレイコント□—ラ 
じ接続している八ードディスク（アレイ 
ディスク）の運用と保守、監視をするアプ 
リケーシヨンです。 

31：0「39656「ソ6「のノ\—ドディスクはディス 
クアレイを探用しているため、万一の八一 
ドディスクの故障によるデータの消失を防 
ぐことができますが、31：0「39656「ソ6「を運 
用する際は、 GAM を利用して、万一の卜 
ラブルから故障した八ードディスクを交換 
して、ディスクアレイを正常な状態いち早 
く復旧させるようムがけてください。 

51: 〇「 39656 「ソ 6 「を監視するソフ トウエア 「GAM Server 」 は 「Network Attached Storage CD - 
ROM 」 に、31: 〇「 39636 「ソ 6 「を管理するためのソフ トウエア 「GAM Client 」 は、 
「 Express 5800 / StorageServer 保守-管理ツール CD - ROM 」 に格納されています （GAM 
Server はあらかじめ51:〇「39656「ソ6「の一部として本体じ組み込まれています）。 

I — "〇 GAM Client びインス I ル済みの管理 PC に後か 5 ESMPR 0/ ServerMana 呂 er をイン 
ストールした場合は 、 GAM Client の環境設定を設定し直してください。詳しくは、4章を 
参照してください。 


直南 || 固 llu 固ぁ向 I 3 r 国面 品 — 3 
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自動ク ij— ンアップツール / Array Recovery Tool 

自動クリーンアップツールは、コンシステンシチェック（アレイディスクの整合性チェック） 
をするためのコマンドを提供します ( W 降、コンシステンシチェックコマンドと呼ぶ)。 
定期的なコン シス テン シ チェックの自動実行は 、 Windows Powered の標準機能である 「AT 
コマンド」とに chedule サービス」を組み合わせてコンシステンシチェック〕マンドを使用す 
ることにより実現します。 

Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコント□-ラに接続されている八ードディ 
スクの状態を監視し、不良八ードディスクの EAD 状態)を橫化すると自動的にリビルド、整 
合性チェックを行い、システムドライブを復旧します。 

自動クリーンアップ、ソールと Array Recovery Tool は 「Network Attached Storage CD - 
ROM 」 に格納されています（これらのアプリケーシヨンはあらかじめ51:〇「39656「ソ6「の一部と 
して本体に組み a まれています）。 


エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察おしたり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービスの MITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 



エクスプレス通報サービスの利用には別途契約び必要でず。 


エクスプレス通報サービスは 「Network Attached Storage CD - ROM 」 じ格納されています 
(これらのアプリケーシヨンはあらかじめ51〇「39656「ソ6「の一部として本体に組み込まれて 
います）。 


保守-管理 ツール 

後述の rMWA 」 を介してリモートで51〇「39656「ソ6「を管理したリ、システム診断、オフライ 
ン保守ユーティリティの実行などを行ったりします。詳細は182ページを参照してくださ 
い。 

保守-管理ツールは 「 Express 5800 / StorageServer 保守-管理ツール CD - ROM 」 に格納さ 
れています。 
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初期設定 ツール 


51；0「39656「ソ6「の導入時に使用する「設を 
ディスク」を作成するツールです。この 
ツールを使って コンピュータ 名)や ネット 
ワークの設定を設をディスクに書き込み、 
導入の際じ31：0「39656「ソ6「に読が1^ませま 
す。詳細は 62 ページを参照してください。 
初期設をツールは 「Express 58 0 0/ 
StorageServer 保守-管理ツール CD- 
R 0 M 」 に格納されています。 




l-lnlxi 


コンピュータをを）「 


を3里をバスワード(が 

タイムゾーンを ）I ぬ MT +09:00) まを.ス版.ホ L 巧~3を巧を J すスワードお記を〉 
ワークヴルーブまたはドメイン 
I 巧 ワークグルーブに持简する站〇 

ワークヴルーブさ!(が [WORKGROUP 

、トソイソこ括続する©) 


Windov 怕サ叫くード y インを(凹) |L 
ユーヴを(山 n 

バスワードを） 厂 

バスワード應忍化） 「 


TCP/IP 設定- 

I 巧 IP アドレスぞ自れ的に巧巧な） 
广肌の IP ァドレスを读巧するの 
IP アドレスの r 


サブネットマスクく山 
デフォルトプ-トウ： L イを〉 



DNS サーバーの I 
ブロダクトキーお）厂 


Express 日 800 /StorageServer 連携モジユール 


ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「 ^V>Xh — 
ルされている環境に Express 5800/ 
Stora ge Server 連携モジ ユー ルを適用する 
ことで、 ESMPR0 /ServerManagerA 
り、 Express 5800/51; 〇「 39 6 56 「ソげの管理 
コンソール (WebUI) が起動できます。 


J アドレスの ）1 留 h け P:// 192.16日. 1.64 削 99/T ぉ ks.asp 如 b1=TabHomeSHOME=T ホ Home 叫バ巧 わ J リン ウ"」 

麵 Storage 常 r 

ホーム]； j I I n i - 1 ― I 1 


證ごネットワークのまを 〇 ディスクとボリューム 

^ち要なネットワ—クプ a 巧ィ满巧しまん &ディス?、ボリュ—ム、ディスククォ—もも t 

% サービス /fe ユー ザ'-とヴルーブ 

主至なサ-ビスを#脚します。 口一化レユーザーとヴルーブぞを巧しミす。 

巧ろフォルダと其ち (!i» インテナンス 

りローカルフォルダをち巧しファイル共もを み メンテナンス5スクぞ巧曲します。 

P スンラィンヘルブ補乱ミす。 


Management Workstation Application(MWA) 


リモート (LAN 接続またはク□スケーブル 
によるダイレクト接続）で管理 PC から 
StorageServer を管理したい時じ使用する 
ソフトウェアです。詳細は176ページを参 
照してください。 
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各部の名祿と機能 


それぞれのモデル別にを部のを称を示します。 

I n-O Stora 呂 eServer では、ここで説明していないスイッチやコネクタは使用しません。使用す 
ると故障の原因となりまず。 


ツドレンシモアル - NS 8100-722 JCn - 


ここでは510 「 39656 「ソ 6 「のコント〇 - ラ部のを部のを称を示します。ディスクエンク □- 
ジヤユニ、ソト部やその他のモジュール部については、別冊の説明書を参照してください。 
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装置前面 


の 八ンドル 

ラックへ取りがけたり、ラックから引き出す 
ときに持つ取っ手。 

② HDD ヵバー 

八ードディスクを保護するカバー。 

③ SLEEP スィッチ 

本システムでは動作しません。 

④ POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。 
もう一度押ずと電源を OFF にする。4秒 U 上押 
し続けると強制的にシャットダウンする。 

⑥ CD - ROM ドライブ 

CD - ROM のデータの読み出しを巧う。 

⑥ 3 .己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿入して、 
データの書き込み/読み化しを巧う装置。 

⑦ 己.2己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ) 
ドライブや光磁気ディスクドライブなどを取り 
がける場所。 

⑧ 八ードディスク搭載ス□ット 

6ス□ット中、上部2ス□、ソトを使用 。 SCSI 
ID は上側が IDO 、 下側が ID 1。 


⑨ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。電源を OFF 
にするか、装置内部の電源に故障が起きると消灯 
する。 

⑩ STATUS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常をお出す 
るとアンバー色に点灯する。 

⑩ D 旧 K アクセスランプ(緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクにアクセスしているときに 
緑色に点灯する。内蔵の八ードディスクのうち、 
いずれか1つでも故障するとアンバー色に点灯- 
な滅する。 

⑩ SLEEP ランプ(アンパ’一色） 

本システムでは動作しません。 

⑩ D 旧 K パワーランプ(緑色） 

取り付けている八ードディスクに電源が供給され 
ると点灯する。 

⑩ D 旧 K アクセスランプ(緑色） 

取りがけている八ードディスクが動作していると 
きに点灯する。 

⑩ D 旧 K 故障ランプ(アンバー色） 

取り付けている八ードディスクが故障すると点灯 
し、リビルド中は点滅する。 
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装置背面 



① AC インレット 

電源コードを接統するソケット。 

② 電源ユニット POWER スイッチ 

StorageServer に搭載されている電源 ユニッ 
卜の電源スイ、ソチ。 

③ 電源ユニット POWER ランプ 

電源ユニット POWER スイッチが ON の状態 
で、電源コードから AC 電源を受電中に点灯 
する。 

④ 電源ユニット 

StorageServer に DC 電源を供給する装置。 

⑥ Wide SCSI コネクタ 

Ultra SCSI ( Wide 対応） インタフエースを 持つ 
か付けの SCSI 機器と接続する。 

⑥ディスクアレイコント□—ラ1コネクタ 

ディスク増設ユニットに接続してディスクア 
レイを構成ずるコネクタ。丸数字の後の番号 
はチャネル番号を示す。 


⑦ ディスクアレイコント□ーラ2コネクタ 

ディスク増設ユニットに接統してディスクアレイを構 
成するコネクタ。丸数字の後の番号はチャネル番号を 
示す。 

⑧ LAN ポートコネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する。丸数字の 
後の数字はポート番号を示す。接続はポート番号のル 
さい順に接続する。 

(⑧ -0 〜⑧ -3 にあるランプ （3 個）の機能については、 
「ランプ表示」を参照してください。） 

⑨ シリアルポート1コネクタ(上側)/シリアルポー 
卜2コネクタ(下側） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 

なお、専用回線に直接接続することはできません。 

シリア ルポート 2に 0 M 2) コネクタは管理コン ソール 
のインタフェースに予約されていまず(ネリ期状態)。 

⑩ DUMP スイッチ 

StorageServer 本体に起きたイベント□グを採取す 
る。 




























































装置内部 


〇 


⑩ 

① 電源ユニット 

② マザーボード 

③ ぶ却ファン(背面） 

(4) CPU 2 

⑥ CPU 1 

(6) ディスクアレイコント□-ラボード 

⑦ LAN ボ-ド 

® DIMM (Slot #1に1枚標準装備） 

⑨ ぶ却ファン （ CPU ) 

⑩ ぶ却ファン （ PCI デバイス） 

⑩カバーオープンセンサ 

⑩ 5.25 インチデバイスベイ （ CD - ROM ドライブは標準装備) 

⑩ CD - ROM ドライブ 
〇 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
〇 3.5 インチデバイスベイ 
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マザーボード 



* ここでは本装置のアップグレードや保守馆 B 品交換など) 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 


VRM ソケット 
電源コネクタ 
電源信号コネクタ 

DIMM ソケット（ちから Slot #1 一 Slot #2 一 Slot #3 一 Slot #4) 

I DE コネクタに D - ROM ドライブ用） 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 

リチウム電池 

スピーカ コネクタ 

ぶ却ファンに PU ) コネクタ 

ぶ却ファン （ PCI デバイス）コネクタ 

SCSI バックパネル用コネクタ 

Ultra Wide コネクタ巧.25インチデバイス、かがけ SCSI 機器用） 

Ultra -160/ m コネクタ （3.5 インチデバイスベイに搭載する八ードディスク用） 

スイ、ソチ/オープンセンサコネクタ 
LED コネクタ 

CMOS / パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
CPU コネクタ庙: CPU 1、ち: CPU 2) 

PCI ボードス□、ソト （6 ス□、ソト。上から PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 一 PCI #6) 
ぶ却ファン(背面）コネクタ 
外部接続コネクタ 


①③③④⑥⑥⑦⑥⑨⑩⑩©⑩®®®⑩⑩ 






















































ントリモデル(タワータイプ）-N81 00-725- 


装置外観 



① フ□ントべゼル 

POWER スイ、ソチ、 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブを 
取り扱うときに開ける。添付のセキュリティキーで□ックすることがで 
さる。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除ずるセキュリティキーの差し〇。 

③ スタビライザ 

転倒防止用のストッパ。 

④ SI _ EEP ランプ(アンパ’一色） 

本システムでは動作しません。 

⑥ D 旧 K アクセスランプ(緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクにアクセスしているときに緑色に点灯する。 

⑥ STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常をネ矣化するとアンバー色に点灯 
する。 

⑦ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。電源を OFR こするか、装置内部の電 
源に故障が起きると消灯する。 
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装置前面 



① POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押ず 
と電源を OFF にする。4秒 J ： 又上押し続けると強制的にシャットダウンずる。 

② 3 .已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 日インチフ□、ソピーディスクを挿入して、データの書き込み/読み化しを行う装置。 

③ CD - ROM ドライブ 

CD - ROM のデータの読み出しを行う。 

④ 己.2己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライブや光磁気ディスクドライブなどを取りがける 
場所。 

⑥ SLEEP スィッチ 

本システムでは動作しません。 

⑥ 八ードディスク 

3台標準で搭載。 

⑦ D 旧 K パワーランプ(緑色） 

取り付けている八ードディスクに電源が供給されると点灯する。 

⑧ D 旧 K アクセスランプ(緑色） 

取りがけている八ードディスクが動作しているときに点灯する。 

⑨ D 旧 K 故障ランプ(アンパー色） 

取りがけている八ードディスクが故障すると点灯し、リビルド中は点滅する。 

























































装置背面 


(7)-1 ⑩ -0 

① AC インレット 

電源コードを接続するソケット。 

② 電源ユニット POWER スイッチ 

StorageServer に搭載されている電源ユニットの 
電源スイ、ソチ。 

③ 電源ユニット POWER ランプ 

電源ユニット POWER スイッチが ON の状態で、電 
源コードから AC 電源を受電中に点灯する。 

④ 電源ユニット増設ス□ット 
オプションの電源ユニットを取り付けるス□、ソ 
卜。オプションを増設すると StorageServer は冗 
長構成(一方の電源ユニットが故障してちもう一方 
の電源ユニットで運転を続けることができる）で動 
作する。 

⑥電源ユニット 

StorageServer (こ DC 電源を供給する装置。 

⑥ Wide SCSI コネクタ 

Ultra SCSI (Wide 対応）インタフェースを持つか付 
けの SCSI 機器と接続する。 

⑦ ディスクアレイコント□ーラコネクタ 

ディスク増設ユニットに接続してディスクアレイ 
を構成するコネクタ。丸数字の後の番号はチャネ 
ル番号を示す。 ®-0 は内部の八ードディスクと接 
続しているため、使用不可。 


⑥ 

⑧ LAN ポートコネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する。 

丸数字の後の数字はポート香号を示す。接統 
はポート番号のルさい順に接続ずる。 

(®- 日〜⑩-1にあるランプ (3 個）の機能につい 
ては、「ランプ表示」を参照してください。） 

⑨ シリアルがート1コネクタ(上側)/シリア 
ルボート2コネクタ(下側） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続す 
る。 

なお、専用回線に直接接続することはできま 
せん。 

シリアルポート2に 0 M 2) コネクタは管理コ 
ンソールのインタフェースに予約されていま 
ず(初期状態)。 

⑩ DUMP スイッチ 

StorageServer 本体に起きたイベント□グを操 
取する。 
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装置内部 



① 電源ユニット 

② DIMM (Slot #1に1枚標準装備） 

③ カバーオープン センサ 

④ 日.25インチデバイスベイ （ CD - ROM ドライブは標準装備) 
® CD - ROM ドライブ 

(6) 3. 日インチフ□、ソピーディスクドライブ 

® 3. 日インチデバイスベイ 

® ぶ却ファン （ PCI デバイス） 

⑨ ぶ却ファンに PU ) 

⑩ マザーボード 

⑩ディスクアレイコント□-ラボード 
⑩ LAN ボ-ド 
⑩を却ファン(背面） 

〇 CPU 1 
® ターミネータ 


マザーボード 

14ぺージを参照してください。ただし、 CPU ヴ□セ、ソサ）は CPU 1 にのみ搭載されていま 
す。 




















ラックやその他のモジュールについては、それぞれのモジュールに添付の説明書を参照して 
ください。 


エントリモデル 
(ラックタイプ） 



装置前面 


③④⑥⑥⑦ 


①③ 




@/ぶ々1 

=1 ACT/LINK 100TX 


① フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護する力 
バー。添付のセキュリティ丰一で□ックするこ 
とができる。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリ 
ティキーの差し〇。 

③ POWER ランプ(緑色/アンパ’一色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。電源を OFF 
にするか、装置内部の電源に故障が起きると消 
灯する。また、本体がスリープ状態のときには 
アンバー色に点灯する（本システムでは動作しま 
せん）。 


④ STATUS ランプ(緑色/アンパ’一色/ホ色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常をお出ず 
るとアンバー色/赤色に点灯する。 

⑥ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクにアクセスしているときに 
緑色に点灯する。内蔵の八ードディスクのうち、 
いずれか1つでも故障するとアンバー色に点灯す 
る。 

⑥ ACT / UNK ランプ(緑色） 

背面の LAN ポート2が LINK しているときに点灯 
し、 ACTIVE で点滅する。 

⑦ 100 TX ランプ(緑色） 

背面の LAN ポート2が100 Mbps で動作している 
ときに点灯する。1日 Mbps で動作しているときに 
消灯する。 


ントリモテル(ラックタイつ）-N8 100-726 - 
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装置前面〜フ□ントべゼルを取り外した状態〜 




① ハンドル 

ラックへ取り付けたり、ラックから引き化すときに 
持つ取っ手。 

② 3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データ 
の書き込み/読み化しを行う装置。 

(2)-1 ディスクアクセスランプ 
(2)-2 ディスク挿入 □ 

(2) -3 イジェクトボタン 

③ CD - ROM ドライブ 

CD-ROM のデータの読み出しを行う。 

(3) -1 ディスクアクセスランプ 
③ -2 CD トレーイジェクトボタン 
(3)-3 エマージェンシーホール 

④ ランプ(已個） 

前ページ参照。 

⑥ POWER スイッチ 

電源を ON/OFF するスイッチ。一度押すと POWER 
ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押ず 
と電源を OFR こする。4秒 U 上押し続けると強制的 
に電源を OFF にする。 


⑥ シリアルポート2コネクタ(保守用） 

保守員が必要に応じて使用ずるポート。 

通常の運用時には何も接続しないでください。 

⑦ カバーオープンセンサスイッチ 

フ□ントべゼルの取り付け状態を磕認ずるセンサ。 

このセンサの機能を無効にしないでください。 

⑧ 八ードディスクベイ 

3台標準で搭載。最大5台まで搭載可能。丸数字の 
後の数字は増設順唐を示す。八ードディスクを搭載 
していないベイにはスポンジ付きのダミートレーが 


搭載されている。 

(8)-1 

SCSI IDO 

(8)-2 

SCSI ID 1 

(8)-3 

SCSI ID 2 

(8)-4 

SCSI IDS 

(8)-5 

SCSI ID 4 


⑨ D 旧 K 故障ランプ(アンバー色） 

取り付けている八ードディスクが故障ずると点灯 
し、リビルド中は点滅する。 

⑩ D 旧 K パワ ー/ アクセスランプ(緑色） 

取り付けている八ードディスクに電源が供給される 
と点灯し、アクセスすると点滅する。 
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装置背面 


⑩⑩ 



① PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□、ソト。 

② ディスクアレイコント□ーラコネクタ 

ディスク増設ユニットに接続してディスクアレイを構成するコネクタ。丸数字の後の番号はチャネル番号を 
示す。② -0 は内部の八ードディスクと接続しているため、使用不可。 

③ DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 

④ LAN ポートコネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する。丸数字の後の数字はポート番号を示す。接統はポート番号のル 
さい順に接続する。 

(④ -0 〜④ -1 にあるランプ (3 個)の機能については、「ランプ表示」を参照してください。） 

⑥シリアルポート1コネクタ(上側)/シリアルポート2コネクタ(下側） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 

なお、専用回線に直接接続することはできません。 

シリアルポート 2( C 0 M 2) コネクタは管理コンソールのインタフェースに予約されていまず(ネリ期状態)。 

装置前面のシリアルポート2コネクタ(保守用）を使用している場合は、装置背面のシリアルポート2コネクタ 
には何も接続しないでください。誤動作の原因となりまず。 

⑥ Wide SCSI コネクタ 

外がけの SCSI 機器と接続する。装置内部のケーブル接続を変更することで使用できる。 

⑦ 電源 ユニット 

StorageServer (こ DC 電源を供給する装置。 

⑧ AC インレット 

電源コードを接続するソケット。 

⑨ 電源ユニット増設用ス□ット 

オプションの電源ユニットを取り付けるス□、ソト。 

⑩ 電源 ユニットステータス ランプ(緑色） 

電源ユニットの状態を示すランプ。正常に動作している間、緑色に点灯する。 

⑩電源ユニットフオールトランプ(赤色） 

電源ユニットに異常をお出すると赤色に点灯する。 


St 弓 agmserver について 


21 



























































装置内部 



電源ユニット 

DIMM ボード 

ディスクアレイコント□-ラボード 
マザーボード 
ライザーカード 
LAN ボード 

ファンユニット 

八ードディスクベイ 

フ□、ソピーディスク / CD - ROM ドライブベイ 


©③巧④巧⑥⑦⑧® 




® @⑩⑩⑩ ⑩ ⑨⑧⑦ 


ライザーカードス □、ソ ト 

CMOS / パスワードクリア用スイ、ソチ 

DIMM ソケット（上か 6#1 〜 #4) 

CPU # 1 ソケット（標準装備） 

CPU #2 ソケット（増設用） 

ファンコネクタ （4 個） 

電源バックノ ネル接続コネクタ 
SCSI バックパネル接続コネクタ 
電源コネクタ 
増設 VRM ソケット 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 
I DE コネクタ ( CD-ROM ドライブ用） 

SCSI-B コネクタ 
SCSI-A コネクタ 
リチウム電池（バッテリ） 

シリアルポート2コネクタ 

前面のシリアルポートコネクタ（保守用）と接続されている 
外部接続コネクタ 


フイヴーカード 



① PCI ス□、ソト（下か6#1〜 #3) 
③ PCI ス□、ソト （#4) 


マヴーボード 


® ③ ③ ④⑥ 



①③③④⑥⑥⑦⑧⑨⑩⑩⑩⑩®®® ⑩ 
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ランプ表示 


51〇「39656「ソ6「のランプの表示とその意日末は夕の通リです。 

ミツドレンジモデル/エントリモデル(タワータイプ) 
(NS81 00-722J01 /N8100-725) 

NS 8100-722 J 01/ N 81 00 -725 のランプ表示ついて説明します。 


POWER ランプ ( の） 

Sto 「 ageSe 「 ve 「の電源が ON の間、 POWER ランプが緑色に点なしています。電源が 
51〇「39656「ソ6「に供給されてぃなぃとド0\/\0^ランプが消なします。 


STATUS ランプ ( 令） 

Sto 「 ageSe 「 ve 「が正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点なします 。 STATUS 
ランプが消なしているときや、アンパー色に点な/点滅しているときは StorageServeil ：/^ 
んらかの異常が起きたことを示します。保守サービス会社に連絡してください。（タワーモ 
デルの場合はフ□ントべゼルが磕実に閉じられていないことが考えられます。フ□ントべゼ 
ルを磕実に閉じてみてください。それでも表示が変わらない場合は、保守サービス会社に連 
絡してください。） 

>1; • ESMPRO またはオフライン保ずューティリティを使ってエラーログを参照することで 

故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャツトダウン処理をして再起動してください。シャツトダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか (34 ページ参照）、一度電源コードをなき差しして 
再起動させてください。 


DISK ACCESS ランプ (0) 

D に K ACCESS ランプは 3.5 インチデバイスベイに取りがけられている八ードディスクの状 
態を示します。 

八ードディスクじアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクに障害が起きた 
ことを示します。故障した八ードディスクの状態はそれぞれの八ードディスクにあるランプ 
で磕認できます。 

DISK ACCESS ランプが緑色とアンバー色の交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□ーラに接続されている八ードディスクの 
リビルド(再構築)が行われていることを示します。 
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SLEEP ランプ ( ぶ） 

本システムでは動作しません。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれじセットさ 
れているディスクや CD - ROM じアクセスしているときに点灯します。 


3 .己インチデバイスベイのランプ 

3.5 インチデバイスベイに搭載している八ードディスクには3種類のランプがあります。 

♦ D 旧 K パワーランプ(省-) 

A - ドディスクじ電源が供給されると点灯します。八ードディスクの取り付け後、 
31:〇「39656「ソ6「の電源を01\1じしてもこのランプが点灯しない場合は、もう一度八ード 
ディスクを取り付け直してください。 

♦ D 旧 K アクセスランプ (0) 

八ードディスクにアクセスがあるたびに点なします。 

♦ D 旧 K 故障ランプ(園） 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけている八ードディスクが故障すると点な 
します（同時に D に K ACCESS ランプもアンバー色に点なします）。 

■: ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5) を構成している場合は、1台のハードディスクが故障 

しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築（リビルド）を 
行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

八ードディスクの再構築（リビルド）中は、点滅します(故障ではありません)。ディスク 
アレイ構成で、故障した八ードディスクを交換すると自動的にデータのリビルドを行い 
ます（オートリビルド機能)。リビルド中は DISK 故障ランプが点滅します（同時に DISK 
ACCESS ランプもアンバー色に点灯します）。 

リビルドを終了するとランプは消なします（同時に DISK ACCESS ランプも消灯しま 
す）。リビルドに失敗するとランプが点なします（同時に DISK ACCESS ランプもアン 
バー色じ点滅します）。 

M-O リビルド中に Stora 呂 eServer の電源を OFF にずると、リビルドは中斷されます。再起 

動してか5八ードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用ずるとをは次のま意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にすると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• j \- ドディスクの取り外し/取り付けの間隔は90秒 ly 上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクび存在ずる場合は、八ードディスクの交換は行わ 
ないで < ださい。 
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電源ユニットのランプ 

背面にある電源ユニットじは、電源ユニット POWER ランプがあります。電源ユニットにあ 
る電源ユニット POWER スイ、ソチが ON の状態で51〇「39656「ソ6「の電源を01\1じすると電源ユ 
二、ソト POWER ランプが点なします。31〇「39656「ソ6「の電源を01\1にしてもランプが点なしな 
い場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して電源ユニット 
を交換してください。 

■: -方の電源ュニットが故障しても、もう一方の電源ュニットで運用を続けることができます 

I ヒン(冗長機能）。また、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワッ 
プ(電源 ON のまま）で交換できます。 


LAN ボードのランプ 

背面の PCI ボードの I / O パネルには標準装備の LAN ボードのポートがあります。ポートの隣に 
は3つのランプがあり、ランプの表示でポートの状態を知らせます。 

• 10日 TX ランプ 

LAN ポートと接続されている HU 巨と100 Mbps の転送レートでデータの送受信を行って 
いるときに点なします。 

• ACT ランプ 

LAN ポートと接続されている HU 巨とデータの送受信を行っているときに点なします。 

• LNK ランプ 

LAN ポートと接続されている HU 巨と接続されているときに点なします。 
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エントリモデル(ラックタイプ）( N 81 00-726) 

N8100 -726 のランプ表示ついて説明します。 


POWER ランプ(©/ぶ） 

51：0「39656「ソ6「の電源が01\1の間、緑色に点なしています。電源が51：0「39656「ソ6「じ供給さ 
れていないときは消なします。 

また、 StorageServer が省電カモード(スリープモード）で動作しているときは、アンパー色 
に点灯します(本システムでは動作しません)。 


STATUS ランプ(み） 

Sto「ageSe「ve「が正常じ動作している間はSTATUSランプは緑色に点なします。 STATUS 
ランプが消なしているときや、アンバー色に点な/点滅しているときや赤色に点灯している 
ときは51〇「39656「ソ6「になんらかの異常が起きたことを示します。保守サービス会社に連絡 
してください。 

• ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティを使ってエラーログを参照することで 
rE 37 p 故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャツトダウン処理をして再起動してください。シャツトダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか (34 ページ参照）、一度電源コードを抜き差しして 
再起動させてください。 


DISK ACCESS ランプ (0) 

D に K ACCESS ランプは 3.5 インチデバイスベイに取りがけられている八ードディスクの状 
態を示します。 

八ードディスクにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、八ードディスクに障害が起きた 
ことを示します。故障した八ードディスクの状態はそれぞれの八ードディスクじあるランプ 
で磕認できます。 

D に K ACCESS ランプが緑色とアンバー色のを互に点滅している場合、またはアンバー色に 
点滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□ーラに接続されている八ードディスク 
のリビルド(再構築)が行われていることを示します。 
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ACT / LINK ランプ 

LAN ポート 2 の状態を表示します(その他のポートの表示については 「 LAN ボードのランプ」を 
参照してください）。本体と HU 目に電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときじ点滅します ( ACT )。 
LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 


100 TX ランプ 

LAN ポート2の通信モードが100巨 ASE - TX か、 10 BASE - T のどちらのネットワークインタ 
フェースで動作されているかを示します(その他のポートの表示については 「 LAN ボードのラ 
ンプ」を参照してください）。点なしているときは、100目 ASE - TX で動作されていることを 
示します。消なしているときは、10巨 ASE - T で動作されていることを示します。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれじセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 


3.日インチデバイスベイのランプ 

3.5 インチデバイスベイに搭載している八ードディスクには2種類のランプがあります。 


• D 旧 K パワ ー /アクセスランプ (0) 

八ードディスクに電源が供給されると点灯し、アクセスがあると点滅します。八ード 
ディスクの取り付け後、31〇「39656「ソ6「の電源を01\1にしてもこのランプが点なしない場 
合は、もう一度八ードディスクを取り付け直してください。 

• D 旧 K 故障ランプ(贸） 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけている八ードディスクが故障すると点な 
します（同時に D に K パワー/アクセスランプも緑色に点灯します）。 

■: ディスクアレイ （RAID1、RAID5) を構成している場合は、1台のハードディスクが故障 

1-^ しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築（リビルド）を 
行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

八ードディスクの再構築（リビルド）中は、点滅します(故障ではありません)。ディスク 
アレイ構成で、故障した八ードディスクを交換すると自動的にデータのリビルドを行い 
ます（オートリビルド機能）。リビルド中は DISK 故障ランプが点滅します（同時に 
3记「39656「ソ6「本体の0に1< ACCESS ランプもアンパー色に点灯または点滅します）。 


28 










リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 


M-O リビルド中に Stora 呂 eServer の電源を OFF にずると、リビルドは中断されまず。再起 

屋^ 動してか5八ードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用ずるとをは次のま意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にずると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• j \- ドディスクの取りがし/取り付けの間隔は90砂 ly 上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクび存在する場合は、八ードディスクの交換は巧ね 
ないで < ださい。 


電源ユニットのランプ 

背面にある電源ユニットには、2種類のランプがあります。 

jl： 参オプションの電源ュニットを搭載している場合は、一方の電源ュニットが故障しても、 
rE37n もう一方の電源ュニットで運用を続けることができます（冗長機能)。また、故障した電 

源ュニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源 ON のまま）で交換で 
きます。 

• AC インレットは電源 ユニッ トごとにあります。また、ランプ (2 つ）は電源 ユニッ ト単位 
でその状態を表示します。 


♦ 電源 ユニットステータスランプ (©) 

電源ユニ、ソトじ AC 電源が供給された状態で51〇「39656「ソ6「の電源を01\1にすると電源ユ 
二、ソトステータスランプ(緑色)が点灯します。31:〇「39656「ソげの電源を01\1じしても電源 
ユニットステータスランプが点灯しなかった場合は、電源ユニットの故障が考えられま 
す。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 

♦ 電源 ユニットフォールトランプ ( A ) 

電源ユニットになんらかの異常が起きると電源ユニットフォールトランプ(赤色)が点な 
します。保守サービス会せに連絡して電源ユニットを交換してください。 
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LAN ボードのランプ 


背面の PCI ボードの I / O パネルには標準装備の LAN ボードのポート （ LAN ポート〇と 1) があり 
ます。ポートの隣には3つのランプがあり、ランプの表示でポートの状態を知らせます。 

• 100 TX ランプ 

LAN ポートと接続されている HU 巨と100 Mbps の転送レートでデータの送受信を行って 
いるときに点なします。 

• ACT ランプ 

LAN ポートと接続されている HU 巨とデータの送受信を行っているときに点なします。 

• LINK ランプ 

LAN ポートと接続されている HU 目と接続されているときに点なします。 
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基本的な操作 

51〇「39656「ソ6「の基本的な操作の方まじついて説明します。 


フロントべゼル 


510「39656「ソ6「前面をカバーしているフ〇ントべゼルの開き方(タワーモデル）または取リ外 
し方（ラックマウントモデル）について説明します。 


ミッルンジモデル ( NS 8100 -722^1) 

NS 8100 -722J01 のフ□ントべゼルは取り外す必要はありません。ディスクエンク□-ジャ 
ユニッ トのフ□ントべゼルの取り外しはディスクエンク □ー ジヤユ ニ、ソ トの ユーザーズ ガイ 
ドを参照してください。 


エントリモデル(タワータイプ)（ N 81 00-725) 

N8100 -725 のフ□ントべゼルは電源の ON/OFF やフ□、ソピー 
ディスクドライブ、 CD-ROM ドライブを取り扱うときに開きま 
す。 

n-O • フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを 
解除しないと開けることびできません。 

• ソフトウェアには CD - ROM のトレーをイジェクトさせ 
るコマンドを持つものびあります。この場台、フ□ント 
ドアび開いていることを確認してか5コマンドを実;子し 
てください。フ□ントべゼルを閉じたままコマンドを実 
行ずると、フ□ントべゼルに CD - ROM のトレーびぶつ 
かり、装置を故障させることびありまず。 


丰ース□、ソトじ添付のセキュリティ羊一を差し込み、羊一を回して□ックを解除してから、 
フ□ントべゼル端の取ってを軽く持って手前に引くと開きます。フ□ントべゼルを閉じた後 
は、セキュリティのためにも羊一で□、ソクしてください。 
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エントリモデル(ラックタイプ）( N 81 00-726) 


N 8100-726の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ、 5.25 イ 
ンチデバイスを取り扱うとき、 3.5 インチデバイスベイへの八ードディスクの取りがけ/取 
り外しを行うときはフ□ントべゼルを取り外します。 

I M-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
ん。 


1 . キース□ットに添がのセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントベゼル側(こ軽く押しなが6 
回して□ックを解除する。 



解除 □ック 


2 . フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前に引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームか6かして本体か6取りかす。 




フ□ン トべゼルを取り付けるときは、 フ□ン トべゼルの左端のタブを本体の フレームに 引つ 
かけるようにしながら取りがけます。取り付けた後はセキュリティのためにも丰一で□ック 
してください。 
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POWER スイツ 


前面にある POWER スイ、ソチで51:〇「39656「ソ6「の電源を01\1にします。電源の OFR ま管理 PC 
からブラウザベースの rWebUU を使います。 


電源の ON 

5记「39656「ソ6「の電源は前面にあるド0\/\〇^スイ、ソチを押すと01\1の状態じなリます。 

次の順唐で電源を ON にします。 

■: ここでは、セットアップを完了した後の電源の ON の手順について説明しています。導入後 

のセットアップを始めるときは、62ぺージの「システムのセットアップ」を参照してくださ 


1. StorageServer (こ電源〕ードが接続されていることを確認する。 

2. StorageServer のフ□、ソピーディスクドライブ、および CD-ROM ドライブ(こディスクがセットさ 
れていないことを確認する。 



CD - ROM ドライブにディスクびセットされているとそのディスクか5起動を始めます。必ず 
ディスクびセットされていないことを確認してください ( CD - ROM ドライブの場台は、電源 ON 
の直後に CD - ROM ドライブのスイッチを}甲してトレーをイジエクトずれば問題ありません)。 

添付の 「Network Attached Storage CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにセットしたまま電 
源を ON すると Stora 呂 eServer ソフトウエアの再インス I ルを始めます。それまでの設定び 
すべて初期値に戻ってしまいまず。 

3. StorageServer 前面にある POWER ス 
イッチを押す。 

4. クライアントマシンの Web ブラウザを 
使って StorageServer へアクセスできる 
ことを確認する。 

詳しくは40ぺージのに torageServer へ 
の接続」を参照して < ださい。 


<N 8100-725の例 > 



POWER ランプ 
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電源の OFF 

次の順唐で電源を OFF にします。 


1. クライアントマシンの Web ブラウザより StorageServer の管理コンソール (WebUI) へ接続する。 
詳しくは40ぺージのに torageServer への接続」を参照してください。 


2 . [メンテナンス]をクリックする。 


3. [シャットダウン]をクリックする。 





強制電源 OFF 

「電源の OFF」 に示す方までクライアントマシンから51〇「39656「ソ6「をシャ、ソトダウンできな 
くなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 0FR こできなくなったときに使用しま 
す。 

51〇「39656「ソ6「のド0\^[民スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に 0FR こ 
なります。（電源を再び ON じするときは、強制電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を 
ON にしてください。） 
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フロッピーディスクドライブ 


51：0「39656「ソ6「前面にフ111、ソピーディスクを使ったデータの読み出|し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできるフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

5记「39656「ソ6「のフ0、ソピーディスクドライブは、「設定ディスク （63 ページ参照)」と呼ばれ 
るフ□、ソピーデイスクを使って51〇「39656「ソ6「をセ、ソトアップするときに使用します。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに 
セットする前に Sto 「 ageSe 「 ve 「の電源が ON(POWER 
ランプ点な)になっていることを磕認してください。ま 
た、フ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチ 
が r 書き込み巧」にセットされていることを磕認してく 
ださぃ。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに 
完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がして、フ□、ソピー 
ディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化し 
ます。 

イジエクトボタンを押すとフ□、ソピーディスクをフ 
□、ソピーディスクドライブから取り化せます。 

^ • 設定ディスク]: i かのフ□、ソピーディスクをセットしないでください。誤動作の原因とな 

I チェック I ります。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 

• フ□、ソピーディスクドライブ(こフ□、ソピーディスクをセットしたまま StorageServer の 
電源を ON (こすると（または再起動すると）、 StorageServer を起動することができませ 
ん。セットアップを巧うときを除いて電源の ON や再起動をするときは、フ□、ソピー 
ディスクがフ□、ソピーディスクドライブ(こセットされていないことを確認してくださ 
い。 


< N 8100-725の例 > 
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フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、31：0「39656「ソ6「をセ、ソトア、ソプするときじ必要なものです。またそ 

の構造は非常にデリケートにできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいじ奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き a みがで 
きません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディ 
スクは、書き込み時 W 外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。 
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CD - ROM ドライブ 


31：0「39656「ソ6「前面にじ0-1^01\/1ドライブがあります。31：0「39656「ソ6「のじ0-1^01\/1ドライブ 
は次の場合に使用します。それじ(外では使用しません。また、装置に添がされていた CD - 
ROMt (外をセットしないでください。 

• 添付の 「Network Attached Storage CD - ROM 」 を使って 51:〇「39656「ソ6「ソフ トウエアを 
再インストールするとき （267 ページ参照） 

• 添がの 「 Express 5800 / StorageServer 保守-管理ッール CD - ROM 」 を使って 
3记「39656「ソ6「を保守するとき （ 182ページ参照） 



A ミち意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

• ヘッドフオンは耳にあてたまま接続しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

Sto 「 ageSe 「 ve 「のモデルにょって標準装備の CD - ROM ドラィブは異なリます。 
お使いのモデルに合わせて読み分けてください。 


• 添付の 「Network Attached Storage CD - ROM 」 および 「 Express 日800 /StorageServer 
云巧] 保守-管理ツール CD - ROM 北が卜の CD - ROM をセットしないでください。誤動作の原因と 

な LJ ます。 

• CD - ROM ドライブに 「Network Attached Storage CD - ROM 」 をセットしたまま 
StorageServer の電源を ON じするとほたは再起動すると）、 StorageServer ソフトウェ 
アの再インストールを始めます。それまでの設定がずベて初期値に戻ってしまいます。 

• CD - ROM ドライブに 「 Express 日800 / StorageServer 保守-管理ツール CD - ROM 」 を 
セットしたまま StorageServer の電源を ON にすると（または再起動すると）、 CD-ROM 
か6起動し、 StorageServer として使用できません。 


ミツドレンジモデル/エントリモデル(タワータイプ) ( NS 8100-722 J 01 /725) 

CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする前に 
Sto 「 ageSe 「 ve 「の電源が ON ( POWER ランプ点灯）になつ 
ていることを磕認してください。 

CD - ROM ドライブ前面のオープン/ク□-ズボタンを押 
すとトレーが化てきます。 CD - ROM の文字が印刷されて 
いる面を上にしてトレーの上に静かに、磕実に置いてく 
ださい。 

オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽 
く押すと、トレーは自動的に CD - ROM ドライブ内にセツ 
卜されます。 


< N 8100-725の例 > 
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NS 8100-722 JO 1 (ミツドレンジモデル)の場台は、トレーにあるツメび CD - ROM を 
保持していることを確認してか 5 CD - R 0 M ドライブ内に□—ドさせてください。 


• CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは CD-ROM 
をセットし直してください。 

CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットするときと同じようにオープン/ク□ーズボタ 
ンを押してトレーをイジエクトし、トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色 
に点なしているときは、ディスクじアクセスしていることを示します。この閨、オープン/ 
ク□ー ズボタンは機能しません)。 

0 S じよっては 0 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してください。 


エントリモデル(ラックタイプ）(N81 00-726) 


CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする前に 
Sto 「 ageSe 「 ve 「の電源が ON ( POWER ランプ点な）に 
なっていることを磕認してください。 

CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを 
押すとトレーが少し化てきます。トレーを持って止まる 
までゆっくりと引き化してください。 

CD - ROM は CD - ROM の文字が巧刷されている面を上に 
してトレーの上に静かじ、磕実に置き、ち図のように片 
方の手でトレーを持ちながら、もう一方の手でトレーの 
中ムにある□ー ター部分に CD - ROM の穴がはまるよう 
に指で押して、トレーにセットします。 


I M-O ラベルを貼り付けている CD - ROM はセツトしない 
でください。誤動作の原因となります。 




トレーの前面を軽く押して CD - ROM ドライブ内にセツ 
卜すれば完了です。 


I n-O CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドライブの駆動 
音び大きく聞こえるときは CD - ROM をセットし直 
して < ださい。 

CD - ROM の取り出)しは、 CD - ROM をセットするときと 
同じように CD トレーイジェクトボタンを押してトレー 
を引き化します。 

ち國のように、片方の手でトレーを持ち、ちう一方の手 
でト レーの 中ムにある□ーター部分を押さえながら CD - 
R 0 M の端を軽くつまみ上げるようにしてトレーから取 
り化します。 CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻 
してください。 
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CD - ROM を取り出せないときは... 

才ープン/ク□-ズボタンを押しても CD - ROM を5化「39656「ソ6「から取リ出)せない場合は、 
次の手順に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して < N 8100 -72 日の例> 

StorageServer の電源を OFF ( POWER ラ 
ンプ消の）(こする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面ち側にあ 
るエマージェンシーホールに差し} A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 

w-oira 

• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM び 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD - ROM を取り化す。 

已. トレーを押して元に戻す。 


CD - ROM の取り扱いについて 

5记「39656「ソ6「じセ、ソトする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ CD - ROM を落とさないでください。 

♦ CD - ROM の上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

♦ CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないで< ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいじ置いてください。 

♦ キズをつけたり、 S ^：\筆やボールぺンで文字などを直接 CD - ROM に書き a まないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙の当たるところじは置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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StorageServer への接続 


51〇「39656「ソ6「はセ、ソトアツプを完了したらそれじ(降は特に操作しなくても動作巧能です。 
運用中の管理や設をの変更はクライアントマシンの r 管理コンソール （ WebUI )」 または 
「Microsoft Management Console ( MMC )」 から行います。 


また、 WebUI にはターミナルサービスクライアント機能が含まれています。 


WebUI を使用する場合 

管理 PC の Web ブラウザを使って、ネットワーク接続されている3记「39656「ソ6「に接続しま 
す。 


1 . クライアントマシン上で Web ブラウザを起動する。 


2. URL 入力欄（[アドレス]または嗎丽など)に rh な p :// x . x . x . x : 8099/」を指定する。 


「 x . x . x . x 」 の部分には StorageServer の IP アドレスを人力してください。 


3. Administrator で□グインする。 

パスワードは、初期状態では初期設定 
ツールの管理者パスワードに指定した内 
容(こなっています。 



正し<□グインできるとちの画面が表示 
されます。 



また 、 WebUI は ESMPR 0/ 
56「ソ6「1\/1311396「からも起動できます。た 
だし、この場合は事前に Express 5800/ 
StorageServer 連携モジユールを 
ESMPRO / ServerManage^VVXh — 
ルされている環境 （ PC ) に適用しておくこ 
とが必要です。 



EX58RACK.BMP 


RWU 巧能 MAC アドレス 
RWU 巧能 IP フ•ロードキトスにドレス 
NT サー A* エーシ *1 ント 
DMI エーシ *1 ント 
OS ち (Management Console 用） 

OS ハ*一>*3ン (Management Console 用） 
ホ•-卜ま号 ^Management Console 脚 

サ-ハ*状態ち巧を1時分> 

へ•ント雲巧フートさ信 


か卜邮 さ。占を >’:] をご坠 


||园ゎ-レー >> ンゥ < ； 4 巧 - し 


II イあ身面み □ r 
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Microsoft Management Console(MMC ) を使用する場合 

クライアントマシンが Windows 2000の場合のみ使用できます。 

1. スタートメニューか6[管理ツール]一[コンピュータの管理]の順(こクリ、ソクする。 


2. [操作]一[別のコンピュータへ接続]の順 
に選択し、[を前]欄にコンピュータをを 
入力する。 

コンピュータをは初期設定ツールで設定 
したを称です。 



巧 &N4 .八午活蛇13 
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